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対
策
総
変
特
別
殺
賞
品
問
会
が
発
日
此

L
、
数
時
鳴
協
議
会
門
機
削
州
滋
コ
一

九
会
日
後
以

γ
一
一
十
名
で
拙
問
時
棋
〉

の
捕
日
さ
ん
の
一
力
強
い
ご
協
力
も

得
ら
れ
ま
し
た
の
哨
三
施
行
者

で
あ
る
市
は
、
ム
マ
怠
の
下
ね
吋
ご

ろ
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
測
の
議
閥
開
会

安
附
開
催
し
て
、
仙
地
ぽ
仇
仲
世
隊
内
の
貸

さ
ん
に
も
前
市
世
間
計
遜
索
令
制
川
て

都市教造

備品

総
み
よ
い
合
調
底
的
な
併
問
づ
く

9
を
目
線
仰
い
、
我
孫
子
制
都
市
計

総
事
業
決
孫
子
駅
前
土
地
一
体
必

殺
潔
響
楽
(
我
孫
子
絞
愉
刑
務
+
吊

改
滋
祭
器
開
〉
は
、
昨
叶
年
一
月
十

八
日
叫
に
蕊
楠
柄
拘
拭
鐙
を
み
た
後
、

さ
ま
さ
ま
な
問
磁
配
か
か
え
て

難
行
し
て
お
h

ソ
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
そ
の
廿
端
本
計
一
闘
が
問
問

門
閥
施
設
省
〉
お
よ
ぴ
然
り
承
認

を
努
ま
し
た
の
で
、
事
端
離
は
い

よ
い
よ
事
務
レ
ベ
ル
で
時
ゑ
体

的
な
h
w梁
に
入
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

本
年
五
月
一
一
十
六
日
の
離
問
符

中
部
絡
会
に
お
い
て
、
こ
り
卒
業

を
効
腕
剤
約
に
推
進
寸
る
た
め
の

我
孫
子
関
航
路
辺
都
市
整
備
本
梁

今月の尚喜薬害量級は、次のとおり行ないますので

ご事j潟ください。
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い
た
だ
き
、

ζ

れ
か
ら
は
区
域

内
仲
間
陣
内
の
皆
さ
ん
と
も
綿
筏
な

意
志
の
際
漁
が
滋
れ
る
よ
う
に

し
た
い
主
考
え
て
準
備
を
汲
め

て
お
り
ま
す
。

本
市
群
衆
は
、
こ
む
よ
う
に
し

て
兵
体
的
な
鯵
一
停
を
絡
み
だ

そ
う
と
し
て
お
れ
ツ
ま
す
が
、
こ

こ
し
ば
ら
く
は
土
地
昨
防
総
務
四
団

法
に
葱
づ
く
犠
務
手
持
腕
舎
の
総

務
が
主
で
す
。

ま
ず
、
事
業
時
間
一
脳
緩
め
作
成

が
あ
り
ま
す
。

ζ

れ
は
偶
蹄
州
知
事

か
ら
T

正
式
に
率
緩
桔
認
可
合
終

る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
す

リ
晶
、
問
問
時
v
h
論
陣
容
ん
に
も
ゑ
て

い
た
だ
い
て
そ
の
鐙
見
を
開
聞
く

こ
と
に
な
っ
て
お
れ
ソ
ま
す
。
ま

た
、
楽
器
常
叫
則
樹
祭
と
合
わ
せ
て

条
期
間
で
あ
る
務
部
日
後
穫
も
皆
さ

ん
に
回
抽
て
い
た
だ
く
こ
主
に
な

っ
て
お
号
、
皆
さ
ん
m
り期臨時却に

つ
い
て
は
燃
が
綴
官
諒
す
る
こ
L
と

に
な
っ
て
お
与
ま
ず
。

築
後
が
側
斜
…
時
(
九
月
中
和
町
ご

ろ
に
予
定
〉
さ
れ
ま
す
と
土
地

wm…
掛
駒
親
調
再
審
議
会
後
災
が
選
出

き
れ
る
と
主
に
な
れ
ツ
、
ま
た
ふ
開

発
が
公
正
な
必
描
明
か
ら
務
財
閥
借
財

閥H
を
選
佳
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
m
m
淡
に
、
認
可
と
岡
持

に
品
開
品
崎
将
滋
の
仰
備
制
約
申
銭
安
受

ゆ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
童
謡
委
員

の
滋
移
の
た
め
に
も
大
期
間
な
こ

と
で
ず
。

た
だ
し
、
こ
の
抑
制
約
の
命
後

は
議
嫌
掃
の
継
続
出
?
に
で
き
ま
す

し
、
そ
の
災
泌
が
あ
る
た
汐
に

施
行
者
で
あ
る
市
に
開
掛
け
関
る

ζ

と
に
な
れ
ツ
ま
ず
。

山
田
ヱ
地
に
は
え
る
雑
草
は

早
自
に
刈
り
取
り
を

空から殺孫子線局辺市街地を望む

嗣
抑
制
問
淡
織
の
媛
気
主
将
悶
悶
に

よ
り
雑
草
の
機
抗
叫
が
一
段
と
そ

の
勢
い
を
胤
唱
し
て
き
で
お
ち
ま

す
。
俊
樹
也
絡
に
近
い
税
引
織
に
雑

首
都
が
終
蕊
す
る
色
絞
、
ハ
子
セ

の
仙
加
の
期
日
虫
な
ど
の
先
生
謂
聞
と

な
れ
ツ
、
問
問
咋
山
州
出
、
時
抑
制
制
溺
か
ら

み
て
も
金
銭
綴
境
に
お
よ
泌
す

綴
影
響
は
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

市
議
会
で
も
持
制
m

焼
世
田
興
会
を
設
震

品
棋
慌
時
子
駅
開
州
哨
制
緩
市
帥
畦
繍
事

業
対
策
制
嗣
査
幹
廿
闘
訓
戒
前
倒
洲
会
は
、

次
の
議
員
に
よ
っ
て
務
総
詣
れ

て
い
ま
す
。

世
世
踊
料
回
投

H
佐
久
開
閉
山
部
隊

創
出
委
員
炎
"
銭
安
弁
柑
制

今
井
蕊
一
一
一
渡
辺
太
成

初

兇

良

文

淡

滋

与

一

開
問
機
不
治
渡
辺
氏
関
削
即

綾
瀬
ゆ
民
放
鈴
木
一
線

中
巾
で
伸
弘
、
間
関
る
い
仲
間
み
尚
昆
い

環
境
安
綴
悼
吋
し
快
遂
な
生
鴻
を

滋
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ

の
後
滋
に
よ
る
公
議
悲
惨
殺
す

る
た
め
、
掛
特
務
除
去
に
つ
い
て

関
係
者
の
協
力
を
求
め
て
行
な

っ
て
お
ち
ま
す
が
、
市
出
門
会
拍
棋

に
わ
た
り
、
こ
れ
を
行
な
う
の

は
、
土
地
商
用
品
鳴
海
、
拙
冨
瑠
品
者
の

制
抑
制
搬
や
そ
の
処
理
に
つ
い
て
の

意
悲
鳴
誠
一
部
、
噛
四
絡
な
ど
余
齢
的
な

い
も
の
が
あ
号
、
な
か
な
か
間
関

畿
な
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
雑
草
が
伶
後
済
成

す
る
に
つ
れ
開
花
梢
婦
に
入
る
主

プ
タ
タ
サ
公
意
同
な
ど
の
発
生
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
数
分
の

所
有
す
る
之
助
唱
に
繁
茂
し
て
い

る
線
灘
は
な
る
べ
く
す
み
や
か

に
潟
争
殺
っ
て
く
だ
古
い
。

ま
た
、
向
割
分
で
処
理
で
き
な

い
機
会
法
、
市
に
策
担
仇
さ
れ
て

も
総
後
マ
ず
。

ハ
我
孫
子

ι

常
明
治
時
仰
木
務
〉

こ
う
し
て
、
綱
審
議
婆
同
月
母
港

挙
が
終
り
ま
す
と
、
銭
行
者
で

あ
る
市
は
、
本
務
的
聞
な
事
業
実

施
に
入
る
わ
け
で
す
。
こ
の
時
吋

期
を
予
落
で
は
十
一
月
ご
ろ
と

考
え
て
い
ま
す
。
事
業
実
怒
の

第
一
段
燃
は
、
仮
換
叫
崎
市
叩
総
定

処
分
で
あ
号
、
引
き
緩
い
て
慾

然
物
相
唱
の
仮
抽
腕
総
へ
の
移
転
が

閥
開
始
間
寄
れ
る
わ
け
で
す
。

事
業
は
今
後
こ
の
よ
う
に
滋

め
ら
れ
る
わ
け
で

P
U
M、
市
は

こ
の
家
殺
を
積
極
的
問
に
推
進

し
、
唱
境
科
附
す
る
た
め
今
ま
で
わ

滋
浴
改
造
事
務
所
を
綿
布
改
淡

畿
に
改
め
、
時
間
な
さ
せ
事
務
体

勢
の
強
化
、
党
突
を
爾
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
世
宇
轍
郊
に
つ
い
て

該
孫
子
総
務
総
区
の
毅
さ
ん
に

は
、
「
駒
郡
市
改
滋
だ
よ
uν
」
で

持
吋
し
く
お
知
ら
殺
い
た
し
ま
す

が
、
お
気
付
き
百
点
は
判
開
中
市
改

造
現
時
(
策
誘
八
二

l
五
人
ハ
V
八

添
〉
に
お
問
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、。L
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i定例意識蚕1

ゐ
u
翠

六
月
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で

ヱ
世
帯
は
側
関
剖
闘
に
滋
ん
で
来
年
問

月
一
白
か
ら
蝋
開
業
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
れ
ツ
ま
す
。

次
に
、
臨
朝
木
地
先
県
議
開
例
題

に
つ
い
て
、
こ
の
附
附
堀
由
は
血
相
殺

に
な
っ
て
お
8
ま
し
て
‘
バ
イ

パ
ス
絡
線
と
現
滋
紋
秘
路
線
め

ど
滋
ち
に
よ
号
、
比
絞
殺
討
を

し
て
‘
輸
措
元
と
議
週
間
を
需
品
ね
て

お
ち
ま
し
た
が
、
大
多
数
時
治

権
者
は
櫛
引
退
拡
総
帥
般
に
よ

F
燃

に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
め
要

望
で
あ
り
ま
し
た
が
、
県
お
よ

び
紘
一
お
と
協
鶴
慨
し
て
、
こ
の
間
同

制
間
町
内
総
帥
静
決
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
v
h

、
市
酷
朝
日
闘
の
お
致
事
に

よ
る
人
身
一
事
殺
に
つ
い
て
‘
開
問

月
十
一
一
一
院
に
戦
国
民
が
繍
附
笑
死
叫
し

き
そ
る
主
い
う
事
故
を
ね
陥
乙
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
交
遜

申
比
企
ん
を
捻
遂
す
る
立
場
に
あ

り
、
指
摘
怖
の
立
場
に
あ
る
市
綴

員
が
、
こ
め
よ
う
な
事
故
令
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
哨
胤

族
は
も
と
よ
号
、
市
民
、
叫
札
会

に
対
し
、
深
く
お
わ
ぴ
い
た
し

ま
す
。職

員
に
対
し
、
市
K
A
世
議
較
に

よ
る
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
合

ら
に
後
阪
さ
せ
、
こ
の
よ
う
な

商
事
放
合
蒋
び
起
こ
さ
な
い
よ
5

に
融
制
蓬
に
絞
緩
い
た
し
ま
す
。

Q
i
i
昭
和
初
間
間
十
七
年
総
一
一
回
数
孫
子
市
緩
ん
別
法
制
開
会
は
、
六
月
:
:
ロ

ロ
i
i
九
段
以
楽
さ
れ
十
九
R
ま
で
、
会
刻
十
一
日
限
定
も
っ
て

i
i
G

ひ
:
i
開
聞
か
れ
て
お
争
ま
す
0

・
前
後
は
賢
一
照
に
次
の
よ
う
な
帯
数

i
iロ

の
:
e
e
a

に
隠
す
る
一
絞
報
告
を
行
な
い
ま
し
た

O

i

-

-

O

師
時
ぷ
我
孫
子
潟
等
学
校
総
畿
六
ヘ
タ
タ
ー
ペ
期
印
西
狩
分
七
個
輔
副
m柏
崎
の
頁
印
私
交
渉
は
綴
棚
湖
に

協
力
索
開
閉
附
崩
に
つ
い
て
は
、
か
へ
ク
タ
ー
ル
、
計
二
十
一
一
一
へ
ク
進
み
九
十
九
%
の
品
部
殺
が
組
問
ら

ね
て
か
ら
怒
に
対
し
負
怒
知
軽
減
タ
ー
ん
と
い

F
後
磁
の
も
・
と
に
れ
た
主
同
時
か
ら
晴
雄
総
が
あ
哲
ま

な
*
し
入
れ
て
き
ま
し
た
が
も
総
事
業
終
…
一
一
夜
六
十
郎
貼
附
け
を
予
し
た
。

設
孫
子
ぷ
等
学
校
総
幾
整
備
州
刑
定
し
、
本
年
一
一
一
月
吋
一
十
況
時
、
次
に
、
田
晴
滋
品
枇
閥
昂
i
判
制
孫
子

成
会
に
対
す
る
孫
子
情
削
品
開
主
い
澗
拙
設
省
の
療
薬
認
可
殺
現
阿
ま
し

i
二
制
川
抽
怖
に
お
け
る
み
〈
型
率
一
向

う
附
慢
で
ぬ
ハ
訟
の
綴
措
棋
が
M

凶

ら

れ

た

。

の

待

機

遜

行

線

側

関

に

つ

い

て

、

ま
し
た
。
附
階
級
問
問
十
六
年
度
に
お
い
て
議
勢
、
適
学
時
間
間
世
帯
で
み
る
午

-
」

次
に
、
ザ
ヂ
資
制
限
派
総
下
水
滋
は
、
一
務
幾
幽
H

一
総
門
を
拙
情
ル
山
、
前
b
U
臨
吋
か
ら
人
臨
吋
ま
で
一
時
開
閉
こ
主
し
mv
少
年
野
湾
大
会
を

匝
事
援
に
つ
い
て
は
、
畑
地
棚
指
針
一
慾
本
年
度
は
一
一
年

E
を
紛
え
本
議
だ
け
大
凝
議
を
遂
行
止
め
に
し
次
忠
商
官
僚
で
開
問
出
慨
し
ま
す
の
で

Z

U執
滅
九
千
三
一
自
ヘ
グ
タ
i
ι
庁
、
的
な
工
事
に
入
り
ま
す
が
、
本
て
、
歩
行
考
得
の
姦
故
防
ゑ
の
品
物
州
盟
議
法
、
チ
i
ム
を
綴
総
の

処
判
明
川
町
引
樋
人
口
約
八
十
九
万
人
縁
部
院
の
事
懇
裂
は
沼
隊
六
千
万
た
め
六
月
一
鈴
か
ら
行
な
っ
て
う
え
叫
判
明
開
子
市
野
猿
滋
鐙
へ
市
中

S
で
す
が
、
こ
の
世
杭
米
加
地
理
場
は
同
で
、
管
き
ょ
ヱ
一
世
帯
約
一
学
ロ
お
ワ
ま
す
。
し
込
み
く
だ
さ
い
。
こ
の
大
会

幅
制
動
部
朝
田
闘
に
殺
後
、
と
め
閑
用
地
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
処
緩
梯
切
の
寅
次
い
で
、
ク
ザ
1
ン
セ
γ
h
p

の
小
学
緒
川
の
部
で
綴
勝
し
た
チ
マ
参
加
資
格

事
}
脳
波
と
し
て
、
我
吋
知
子
市
分
十
校
貨
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
制
路
線

1
簸
絞
ヱ
事
に
つ
い
て
、
と
の
!
ム
は
、
予
潟
県
少
年
野
球
大
中
市
内
に
仲
臨
ん
で
い
る
小
学
生

議
議
議
器
酷
護
議
終
審
議
時
議
襲
撃
警
護
議
議
麓
繋
欝
臨
時
零
時
甑
躍
臨
襲
吋
七
割
譲
掛
轄
祭
器
誕
臨
時
踏
閣
議
議
選
時
弘
、
様
語
調
誕
祭
器
総
臨
時
翻
酪
臨
時
抗
時
議
選
瀧
摂
時
総
繋
繋
緩
慢
知
謀
総
鞘
吋
議
選
碍
踏
臨
調
器
、

広

交

通

事

故

l
iこ
の
交
通
事
十
七
人
交
通
薬
品
棋
に
あ
っ
て
い
そ
と
で
夜
は
、
こ
れ
ら
叫
叫
ん
滋

一
紋
と
い
う
一
道
端
棋
は
最
近
あ
ま
れ
ソ
ま
す
。
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
な
救
済
す

一
に
も
多
〈
ヰ
に
す
る
の
で
、
ま
需
で
は
、
交
漁
議
訟
を
品
開
絞
る
た
め
、
市
民
受
講
脳
災
事
官
係
機

…
た
か
k
、
街
爆
に
開
削
き
流
し
て
す
る
た
め
学
笈
祭
畿
の
気
柏
崎
か
金
支
払
如
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

…
し
ま
っ
て
い
る
町
で
は
な
い
で
ら
ス
タ
ー
ん
ゾ
ー
ン
の
設
媛
、

ζ

時
制
開
度
は
、
市
民
の
伎
は
間

一
し
よ
う
か
。
あ
る
い
は
、
午
前
七
持
か
ら
人
の
安
定
と
綴
叫
慌
の
増
滋
に
役
立

一
色
拍
一
家
談
の
…
臨
吋
ま
で
め
大
窪
家
間
遂
行
禁
泳
て
よ
う
と
、
開
閉
和
総
十
四
年
制
問

一
ル
ぬ
詩
人
、
あ
る
い
は
〈
翁
内
閣
原
送
金
後
)
潜
殿
、
そ
丹
一
日
に
発
廷
し
た
も
の
で

一

出

向

言

、

総

人

の

の

喜

善

、

事

議

議

、

ヵ

す

。

一
滋
渇
議
闘
方
的
事
故
守
ず

1
プ
ミ
ヲ
I
、
ガ
ー
ド
レ
!
不
幸
に
し
て
交
遜
薬
品
叫
に
あ

一
閉
山
問
酬
と
交
滋
世
帯
故
主

…

ι

幽明議

nJ却
は
こ
ん
な
に
も

一
信
注
市
hw

悲
惨
な
も
の
か

…

Z
犠
刻
、
主
身
に
し
み
ま

一
サ
山
口
K

す
が
、
滋
9
す

一
民
同
出
血
が
れ
ツ
め
事
始
院
は

ル

訴

内

討

ち

ょ

っ

き

T
の

が
』
鳴
明
会
場
だ
け
交
議
事

3

:

 

数

故

は

い

や

だ

な

釈
と
制
的
う
だ
け
で
、
さ
ほ
ど
潟
市
場

時
四
畿
の
身
に
は
な
れ
な
い
み
用
品
い

絞
ま
す
。

f
刊
と
の
交
滋
事
故
は
命
作
品
輸
に
多

一
〈
象
国
開
予
官
制
民
の
カ
で
昨
年
公

一
一
千
円
か
も

ル
、
多
滋
の
設
畿
な
ど
も
積
綴

仇
仰
に
行
な
っ
て
お
れ
ツ
ま
す
が
、

激
増
す
る
率
、
こ
れ
に
伴
う
務

品
試
に
は
、
な
か
な
か
安
全
一
一
線
設

も
追
い
っ
か
な
い
滅
状
で
す
。

し
か
し
、
}
方
で
は
市
災
が

交
通
事
放
に
あ
い
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
家
庭
に
お
い
て
も
綴
神

的
‘
器
材
滅
的
繁
痴
は
大
変
な
も

の
犯
と
凶
器
い
ま
す
。

十
万
円
ま
で

わ
れ
た
機
会
は
、
こ
の
創
世
仇
に

従
っ
て
、
中
市
臨
調
か
ら
一
一
千
関
川
か

ら
五
十
万
出
け
ま
で
の
抑
制
閉
間
約
マ

文
総
い
た
し
ま
す
が
、
飲
制
関
遂

紙
、
終
免
許
漆
紙
、
あ
た
り

段
、
自
殺
行
為
、
犯
銀
行
為
な

ど
め
場
合
に
は
文
総
い
た
し
ま

せ
ん
。す

で
に
今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
十
万
一
人
〔
液
晶
掛
照
)
の
方
が

少
年
野
球
大
会

申
し
込
み
は
六
月
末
日
ま
で
に

会
の
プ
ロ
グ
ク
予
漆
に
参
加
す

る
こ
、
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
小

学
生
命
部
を
次
年
生
ま
で
と
し

ま
し
た
。

後

死

傷

受
遂
事
故
に
あ
っ
て
お
り
，
、
そ

の
ラ
ち
一
一
一
人
の
ガ
が
死
亡
容
れ

て
お
ち
ま
ず
の

お
}
ふ
い
に
ゆ
ず
争
あ
う
A
M
を

絡
も
、
枠
拡
怒
し
て
交
濁
世
帯
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

ぞ
す
。

ま
た
は
中
常
生
で
実
げ
ば
あ
る
淡

人
の
殺
滋
殺
が
枠
内
刑
判
容
と
し
て

掘
腕
淡
す
る
十
一
…
名
以
上
の
チ
ー

ム。
小
学
生
の
師
時
は
五
年
後
ま

で
、
中
学
伎
の
然
は
小
学
校
六

年
余
お
よ
び
中
学
生
で
綴
成
す

る
チ
ー
ム
。

曹

T
申

し

込

み

や
し
込
み
綴
〈
+
市
役
続
受
付

ま
た
は
各
支
所
に
胤
聴
い
て
あ
り

ま
す
〉
に
所
繁
務
獲
を
犯
人
の

う
え
、
ム
ハ
克
一
ニ
十
伐
材
ま
で
に

吋
波
探
子
中
的
役
所
内
都
市
建
設

公
社
後
綴
茂
知
あ
て
に
申
し

込
み
く
だ
き
い
。

w
v
緩
み
会
わ
せ

各
チ
ー
ム
の
代
褒
翁
と
七
月

上
相
時
(
制
加
に
滋
知
し
ま
す
〉
に

打
ち
合
わ
せ
の
う
え
く
じ
で
決

め
ま
A
T
。

v 
絞

会

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

学
校
入
学
前
乳
幼
児
の
ツ
ベ

ル
グ
ヲ
γ
反
応
を
下
総
の
主
お

号
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
子
時
間
接
緩
守
は
な
〈

鎗
綴
幾
嫌
診
財
閥
で
す
m
り
で
、
時
時

匁
補
間
性
、
時
間
般
の
絞
削
加
な
〈
、

最
監
珂
れ
ソ
の
会
場
で
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

間
閣
人
議
h

却
は
品
換
し
上
掛
り
ま
せ

ん
が
、
幼
叫
概
閤
闘
で
受
け
た
方
は

該
尚
一
い
た
し
ま
佼
ん
。

法

防

毘

役

員

…
部
変
わ
る

慌
時
間
関
役
脅
か
次
の
と
お
与

〕
然
変
獲
に
な
り
ま
し
た
。

減
数
回
目
焚
今
井
議
繁
田
向

調

関

長

沼

刷

出

版

一

N
V

梅

沢

茂

男

グ

・

閉

会

久

第
一
方
一
淘
削
除
炎
銀
向
慎
一
男

二
グ
時
蹴
辺
太
耐
陣
内
げ

な

…

グ

ロ

H
務
俊
開
禅

師悶

M
W

今
井
判
断

笈

g

曲
革
命
開
策
剛
則

六

グ

制

服

鳥

浄

小
学
伎
の
錦
、
中
学
銭
的
部

に
分
ゆ
り
て
七
終
戦
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
行
な
い
ま
す
。

V
使

用

球

間
附
蹴
雌
ま
た
は
永
織
の
時
時
燦
ポ

ー
ん
で
C
努
と
A
号。

w
v
グ
ラ
ウ
ン
ド

山
科
係
争
中
市
営
球
場
。

V
聞

楓

装

品
持
拙
間
在
十

J

る
叩
服
装
で
、
ユ
ニ

ホ
ー
ム
は
着
回
附
し
な
く
と
も
よ

い
が
、
同
開
予
は
必
ず
つ
け
る
。

ス
バ
イ
ク
は
紺
民
間
で
き
ま
せ
ん

マ

期

日

七
晃
一
一
十
問
問
問
か
ら
の
予
定

wv
渓

絡

会

参
加
削
申
し
込
み
品
ん
と
割
問
じ

品
料
鈴
子
志
野
縁
遠
盟
〈
概
略
蹴
耐
八

一
一
同
師
二
双
三
一
一
品
物
〉

端
部
…
分
割
長

二

グ

一
一
一
グ

問
問
グ

笈

u
H

寺
尾
繁
敏

小
池
棉
朝
間
明

大
芥
揃
哨
品
隊

内
組
終
月
間
関

小
池
品
作

都
市
計
関
下
水
道
の
変
更

都
市
計
一
段
法
に
法
づ
き
、
狭
間
的
利
附
間
十
七
年
六
月
十
六
日

孫
子
市
公
共
下
水
遂
反
後
に
つ
か
ら
六
月
二
十
九
日
μ
ま
で

い
て
図
緩
め
区
域
を
添
加
変
商
R

w

v
意
見
緩
め
締
め
相
判
官
怠

す
る
こ
し
ι
に
つ
い
て
、
そ
ゆ
築
総
和
隠
十
お
年
六
月
一
品
十
九

が
で
き
ま
L
た
の
で
、
終
結
晶
守
口
同
午
後
室
持
ま
旬
。
融
問
唱
協
の

行

な

い

ま

す

。

機

合

は

1
4
4
n
H

捕
前
向
叩
の
あ
る
も

援
に
つ
い
て
窓
m
却
を
述
べ
た
の
一
は
殺
効
。

い
ん
刀
仲
川
、
市
長
あ
て
に
癖
品
開
会
問

V
受
付
場
所

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役
続
都
市
静
慰
融
州
都
下
水
叫
議

官v
擦

の

縦

覧

嬬

咽

蹴

問

綴

市
役
務
総
市
建
融
問
抑
附
下
水
滋
意
見
憎
伐
の
様
式
そ
の
絡
の
限

緩

い

合

せ

に

つ

い

て

は

市

役

所

下

留
守
桜
震
剣
勝
水
道
篠
宮
で
お
師
聞
い
し
ま
す
。

然
六
分
間
持
続
出

七

M
M

八

H
U

九

グ

十

グ

十
一
グ

十
一
エ

十一一一
M
M

十

mg

769 

乱

軍

品

廿

優

絵
本
相
坤
閥
均

臼
募
部
制
一

燃
料
開
蹴

飯
沼
俊
岡
出

品
仲
削
附
一
潟

双
山
川
武
夫

山
側
川
市
長
絵

師
門
帥
同
友
道

第
十
五
分
防
長

十
六
グ

十

七

グ

十
八

H
H

十

九

グ

コふ
t

p

一
一
十
一
グ

二

4
ニグ

同
哨
刑
問
哨
彦

出
向
日
数
柑
制

慾
ハ
《
郎
r管制即

新
品
件
帯
館
二
階

級
品
判
開
閉
一

官
問
掛
問
自
民
排
縮

小
島
栄
一

和
朝
間
関
脇
酪




